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市町村における災害復旧事業の円滑な実施のためのガイドラインについて

【ガイドラインのコンセプト】

査定設計書を作成する担当者ではなく、災害復旧のマネジメントを担う課長級、

課長補佐級職員をメインターゲットに

災害対応初動期の体制構築の支援策を中心に

「制度を知らなかった」、「よくわからないので活用を見送った」を防ぐ

非常時に手に取ってすぐに理解できるよう情報量を絞り、要請先や費用など気に

なる点を分かりやすく

過去の大規模災害の教訓や体験談も入れ、災害経験が少ない職員でもリアリティ

が伝わるように

ICT技術の活用事例やCM業務など先進事例、好事例も掲載し、横展開を期待

作成後は、定期的に会議等での紹介や研修等を通じ、積極的に周知・コミュニ

ケーションを実施
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○はじめに
ガイドラインの目的、役割を記載

○大規模災害発生時の実態
大規模災害を経験したことのない市町村においても、災害時の状況や実施すべき事項をイ
メージできるよう、体験談や教訓等の具体的な事例を記載。

○支援制度や推奨される取組等
円滑に災害復旧を実施できるように、災害発生から復旧工事完了まで、災害復旧事業
の各段階における支援制度や推奨される取組を紹介。

項目案）TEC-FORCE、応急対策職員派遣制度（総務省）、災害査定官による緊急調査、

災害復旧技術専門家派遣制度、都道府県による技術職員派遣、

自治体職員OBOGによる派遣の仕組み、建設技術センター等による発注者支援、

大規模災害時の既発注工事・業務への対応、災害時の緊急度に応じた契約方式

の選定、CM方式の導入 他

○先進事例、好事例
災害復旧事業の円滑な実施を支援する、地域独自の好事例や先進的な取組を紹介。

項目案）災害復旧事業へのICTの活用、近畿市町村災害復旧相互支援機構 他

ガイドラインの構成
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QR
コード

・活用時のポイント

・マニュアルの名称や所在
（URL）
・問合せ先の名称や電話
番号の情報とHPのURL
などを記載

被災調査

項目タイトル②

項目タイトル③

項目タイトル①

項目の説明

応急復旧 活用すべき場面を表示

○○○○ 制度等の名称を表示

写真や
イメージ

・制度の概要
・具体的な支援
・活用事例
・費用負担 など

活用するのに必要な情報
を掲載

ポイント

参考となるマニュアル

写真や
イメージ

写真や
イメージ

項目の説明

項目の説明

支援制度、推奨される取組ページのレイアウト
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支援制度のページのイメージ
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先進事例・好事例のページのイメージ
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